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ミャンマー・クーデタ―から３年目をまえに、反国軍武装組織の現地ルポを日刊ベリタに掲

載しました。筆者は私の旧知の日本人ジャーナリストですが、安全のため匿名にしました。「Ｄ

Ｍ生」はおそらく、民主ミャンマーの意味でしょう。 

ミャンマーの軍事情勢をめぐってさまざまな情報が飛び交っていますが、最前線での現地取

材は私の知るかぎり初めてです。大げさにいえば、世界的スクープです。 

続報が届くごとに転送します。拡散いただければ嬉しいです。         

  日刊ベリタ編集委員 永井  浩 

 

2024年 01月 17日 

ミャンマー国軍の崩壊が始まった  

ミャンマー現地最前線からのレポート（１）ＤＭ生 

 

筆者はこの程ミャンマーの西部山岳地帯を中心に延べ二千数百キロを移動し、各地で国軍が前線から敗退、

戦線離脱、反軍勢力側に保護を求め、なかには国軍攻撃の戦闘員となっている兵士の存在も確認した。２０

２１年２月１日にクーデターで権力の座に就いた国軍は、それから３年目にして崩壊しはじめている。 

▽チン州の反国軍武装組織キャンプ 

 インド国境に接するチン州では、国軍のクーデター後いち早く武装闘争を開始した CDF Mindat (Chinland 

Defense Forces, Mindat)の司令官と会見した。34歳の司令官は「決起したときは戦闘員 60名だけだった」

と言いその決起場所に案内してくれた。深いジャングルに造られた軍事キャンプには現在二十数名の兵士（内

三名は女性）がいるだけで多くは前線に派遣されているとのことだった。 

 そのキャンプには意外なことにガンジー、アインシュタインの肖像画、言葉が掲げられていた。ガンジー

「他人がいやがることをすべきではない。自分がいやなことを他人にはさせないでいたい」、アインシュタ

イン「自分と異なるひとたちには感謝すべきだ。それゆえに自己が存在できる」 

 キャンプ内の戦闘員らはみな若く、初めての外国からの訪問客に緊張しはにかんでいた。若竹のような率

直さがあった。チン族というと、文献資料からは「狩猟民」だが「クリスチャン」でもあるといったイメー

ジがまず浮かぶ。その程度だ。我々の浅薄な知識を恥じ、現に目前にいるチン族の老若男女の精神の成り立

ちと構造をなぞってみたいという欲求にかられる思いだった。 

 一般に日本人のビルマ観、ミャンマー観はまるっきしズレているのではないか。そのズレはどこからきて

いるのだろうか。「日本人に似ていて親しみがもてる。敬虔な仏教徒でコメに生きている穏やかな国民。親

日国」といった受け止め方が大半だろう。筆者はそれに全く同調できない。むしろアジア諸国のなかでも最

も理解しにくい国であり国民であるとつねづね思っている。 

 ミャンマーは大小 135の民族から成る多民族国家であり、１９４８年の建国以来 76年間内戦状態が絶えた

ことがない。国土の四割以上、人口の３分の一を少数民族が占め、英国の植民地支配を 124年間受け、軍事

独裁政治が半世紀以上にわたる(1962─2011、2021─2024)。 憲法がなかった時期が32年間（1962─74, 1988─ 
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2008）、全国の大学閉鎖が 10年以上ある国。 

 この歴史の重荷のなかで暮らしてきた民衆の精神、心情がどのようなものであるか、そして国のあり方や

権力、政治への姿勢がどのようなものであるか。我々は自分たちの尺度は全く通用しないことを出発点とし

なければならない。 

 今回の旅でこういう質問を受けた。親日家を自負する三十代の女性である。 

「私たちがやむを得ず、当然の権利として武装闘争を始めたら、日本からの支援の声がピタっと止んでしま

った。私たちにはどうしても理解できません。国軍は本来外国から攻めてきたときに国を守る役割があった

筈です。それが国軍と警察が無防備な我々を情け容赦なしに殺してくる。 

 私たちはもはやこれは人間の尊厳、生命保持の権利として武器を取ったのです。もしも、日本の軍隊と警

察が圧政に反対する国民に空爆、砲撃、狙い撃ち、無差別殺戮をやってきたら日本の皆さんはどうするので

しょうか」 

▽国民防衛隊の自主管理下の村 

 国軍クーデターから三年という節目がやってくるが、最初に武装決起をしたミンダット地区の CDFがどう

なっているのか。そして「苦戦」が伝えられている国軍の現状はどうなのか。反軍民主勢力にとって今後の

展望は開けるのか。そこを知りたいと思い難行ともいえる旅にいどんだのだった。 

 中国製の古い 125 cc のバイクの後ろに跨りカメラと寝袋をもち、険しいでこぼこ道を五日間移動の強行

軍もあった。「安全には最大限気を付けますが、空襲や砲撃があればその保障はできません」とも言われて

いた。 

 マグウエイ管区に入ったときは、民主勢力の PDF（国民防衛隊）がダムと水力発電所の国軍駐屯地を攻略

し自主管理を開始していた。周辺の村々は真夜中でも電気がいきわたり、最大都市ヤンゴンの停電事情とは

打って変わった光景を見た。 

 その周辺で一泊したとき同行のミャンマー人スタッフ（元政治囚）は、密かに己にこう言い聞かせていた

という。「国軍が報復作戦をしかけてくるだろう。そのときは武器をもって戦う覚悟をしていた」。「彼（筆

者のこと）は日本人だから捕まったとしても殺されることはないだろうが、自分は政治囚だったから殺され

る。それならまだ戦って死ぬ方がいい」 

 その地域の PDF戦闘員らは国軍の空爆を警戒しながら深夜も大勢集結して血気盛んにお互い檄を掛け合っ

ていた。 

 だが国軍兵士はやってこなかった。ここだけでなく二千数百キロ移動して国軍は一人も見なかった。戦闘

地域の駐屯地、キャンプ、詰所、検問所から敗走し、拠点基地に集結しそこに立て籠っている。かつて５０

万余の兵力（警察軍含め）をもつ一大勢力でどこにいても眼を光らせていた暴力装置はウソのように消えて

いた。 

 マグウエイの PDFのたまり場ともなっている食堂では村人らがミャンマー将棋の賭けに興じている。村の

おばあちゃんは「軍隊がいなくなって安らいでいるよ」と言い、ヤンゴンの日本語学校通っている青年は「久

しぶりにバスを乗り継いで帰ってきたけど村はやっぱりいい。まだ危険はあるけどね」と語った。 

 

 少数民族武装勢力内部の紛争、抗争、自発的に各地で武装闘争を開始した平野部の PDFの軍警関係者への

「制裁処刑行為」はどうなっているのか。これを現地で確かめたいということも取材の重要な目的であった。 

      （つづく） 
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2024年 01月 20日 

独裁者は孤立し疑心暗鬼に  

ミャンマー現地最前線からのレポート（２） ＤＭ生 

 

1/17のチン州からの現地報告につづき、反国軍勢力内部の矛盾、対立が現在どうなっているかを書き進め

ようとした。だがその前に、より重大な国軍内部の亀裂と対立の動きが表面化しつつあるのでそれをお伝え

したい。独裁者ミンアウンフライン総司令官は疑心暗鬼となり孤立してきた。 

▽将軍たちの家族を「人質」に 

 このところ将軍クラスの「刷新」「左遷」「逮捕投獄」が目立つ。作戦敗退の責任を取らせ、あるいは「汚

職罪」で逮捕などである。その補填のため「子飼い」の忠誠を誓う幹部を抜擢しようとする。だがその人材

が既に枯渇してきたのだ。 

 現在約 40名の現役将軍（准将から上級大将まで）がいるが、その一人ひとりに「誓約書」を提出させてい

る。そのなかに家族構成、連絡先、身分証も書き込ませる。つまり独裁者を裏切れば家族にまで危害が及ぶ

ぞという脅迫である。さらに幹部のなかに不審に思うものがいれば、その家族（妻のケースが多いが）をミ

ンアウンフラインの地方出張のさいにわざわざ同行させる。いずれも家族を人質にするやり方である。 

 「誓約書」「家族人質」に応じなければ即クビ、下手すれば逮捕となるのでみな従うしかない。だが当然

不満、不信、そして絶望的な声が周囲につたわる。「ミンアウンフラインはもはや常軌を逸している」「誰

もついていかない」「末期症状だ」「かれは白旗をあげるしかない」。そういう声を、筆者はミンアウンフ

ラインの側近の家族親族から聞くようになっている。 

 この孤立してきた独裁者は珍しくシャン州南部のチェントンにでかけたが、拳銃を肌身離さず携行してい

る姿を地元紙は掲載写真でニュースにした。 

 

 ミャンマー問題へのアセアン（東南アジア諸国連合）の対応がなかなか実効力を発揮しないことを何とも

もどかしく思ったりもするが、一方でミンアウンフライン自身はもっと苛立っているようだ。 

 今年からアセアン議長国がラオスになったが、その駐ラオスミャンマー大使を召還、逮捕し 10年刑を言い

渡してしまった。そしてアセアン各国に派遣した大使を全員召喚、国軍への忠誠度を確かめようとしている。 

 大使不在で先行きが危ぶまれるので、タイのミャンマー大使館はビザ、広報業務を当分停止するという。

大使が収監されてしまうかもしれず、別の大使が派遣されてきても本国のアセアン関係の方針が明示されな

ければ大使館としても動きようがない。また大使が誰になってもその家族の任地同伴同居が認められるのか

が大使館関係者らの関心事となっている。その許可が出れば、よほど独裁者の信任厚いつまり「警戒すべき

人物」とみなされるが、まず単身でしか赴任できないだろうというのが常識となっている。 

 こうした独裁者による「家族人質作戦」は国軍の末端にまでひろまっている。重要な軍事施設には警察官、

消防団員、自警団等から人員不足を補う方針がとられているのだが、その際家族ごとの「着任」が望ましい

とされる。ここでも家族を人質として戦力の流出を防ごうとする作戦がとられる。 

 クーデター直後までは兵士を金で縛る方策がとられた。下級兵士の給料を上げ（それでも百数十米ド程度

だが）、その一部を国軍経営企業に積立てさせ「軍を許可なく離脱したら積立金は没収する」という方法で

ある。だが、欧米の経済制裁強化もじわじわと効き国軍企業の資金運用が厳しくなった。そうなれば兵士も

軍に帰属し依存する意味が薄れる。おまけに戦況が悪くなれば当然金よりもまず命が大事だとなる。だから

現在どこの軍事施設でも家族の外出は極めて厳重な監視のもとにある。 

http://www.nikkanberita.com/index.cgi?cat=special&id=201005141635025
http://www.nikkanberita.com/index.cgi?cat=special&id=201005141635025
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▽国軍脱走兵が国軍拠点攻略の先頭に 

 では国軍内部の動きから、筆者が取材を続けているチン州の状況に戻ろう。 

 警察官モーモールインさん（シャン州出身）は、まず故郷から遠く離れたバゴーや首都ネピドー、次いで

チン州のタイゲーンの軍事基地に送られ毎日塹壕掘りばかりやらされた。「近く犬ころ（国軍兵士は反軍勢

力をそう呼ぶ）が攻撃してくる」と長時間背丈よりも深く掘る作業にかりだされた。 

 彼は人間扱いされないことに我慢ならず脱出した。家族の住む村はあまりに遠く呼び寄せることが出来な

かったのが幸いした。バイクが故障し乗り捨てて徒歩で逃げた。 

 一方、住民に根をおろした活動をするシーイン族の民兵組織がその脱出の知らせを掴んで身柄の確保に動

いた。モーモールインさんは民兵らの空にむけて撃った銃声を聞き、「殺されると観念した」という。「犬

ころに捕まったら必ず殺される」と国軍幹部から言われていたからだ。 

 だが民兵組織は「逃げてきたのなら安全を保証する」と約束し身柄を保護した。逃走するとき同僚の警備

員にみつかり誰何され、大声で「逃げるなら撃つぞ」という叫びが聞こえた。しかしその警備員は、「わざ

と当たらないように撃っているのが判った」という。 

 

 元国軍の脱走兵にも会った。軍のクーデターのときはカレーミョウ（ザカイン管区）の軍事基地勤務だっ

た。上司もチン族で通信担当をやっていた。クーデターの知らせは暗号で送られてきたが、上司からただち

に聞いた。しばらくして脱走を決意させたのは母からの電話だった。 

「わたしはこのクーデターに絶対反対だ。不服従運動のデモに参加するからね。あんたはまだ軍にとどまっ

ているの？ 国軍はデモに発砲しはじめたのよ。あんたはわたしに銃を向けることになるのね」 

 彼は仲間と計四人で脱走を試み、いったん国境を越えインドのミゾラム州に逃げる。内二人は一般市民に

まぎれこみ、残る二人は反軍武装勢力に参加する。国軍との戦闘で脱走仲間を失い、いまは一人残された。

だが今ではシーインの民兵組織のなかで最も果敢で頼られる戦闘員となっている。 

 

 国軍は兵員不足が深刻になり、警察官、消防団、自警団らから補充するだけではとても足りない。失業者、

出所した元犯罪者などからリクルートしようとする。当然だれでも構わないとなる。そこで反軍勢力は一定

期間を決めて「スパイ」を国軍に送り込む。こうして国軍の作戦計画も筒抜けになったりする。 

 いまでは国軍部隊の前線で使用するウォ―キートーキーも傍受され、待ち伏せ攻撃を受けるようになって

きた。 

 シーイン族の民兵組織から 1/16に、タイゲーンの国軍キャンプを陥落させたとの知らせが入った、次の目

標はザカイン省のカレーミョウだとも言った。モーモールインさんが毎日塹壕掘りをやらされていた軍事基

地は民主側武装勢力の手に落ちた。 

 筆者がインタビューした元国軍兵士は、そのつぎの攻略目標攻撃の先頭に立っている。カレーミョウは空

港もあり国軍の西部戦略の拠点である。既に CDF、CNA、YDF、KIA、AA (順にチン防衛軍、チン民族軍、ヨ―

防衛軍、カチン独立軍、アラカン軍)が共同作戦で包囲網を狭めており、今月中に陥落させるとの見方がひろ

がっている。                                    （つづく） 
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2024年 01月 23日 12時 32分掲載 

 

スーチー氏復権の可能性も  

ミャンマー最前線からのレポート（３） ＤＭ生 

 

このところ建国記念日の恩赦で一万人余の囚人が社会に戻った。また民主化運動指導者アウンサンスーチ

ー国家顧問を刑務所独房から政府関連施設の「住宅軟禁」に移したりもしている（2023.7）。軍政はこうし

て小出しに反国軍勢力の反応をうかがってきたのだが、ミンアウンフライン総司令官の強気の発言や希望的

観測に反して、国軍は坂を転げ落ちるように窮地に陥っており、軍幹部の間にも「ここまで来たら、スーチ

ー女史の復権しか打開の道はないのではないか」という声さえ出てきている。 

▽カギを握る中国の出方 

 実はこれは全く不可能なこととは言えなくなっていると筆者はみている。ミャンマー国内の政治、軍事、

経済の環境は、その道をさぐっていくしか国の将来はおぼつかない段階にきていると思える。それを可能に

するかどうかの大きなカギを握っているのは国内的には各反国軍勢力の相互理解、自制、共闘体制が進むか

どうかであり、国際的には一番に中国の出方であろう。日本政府には遺憾ながらその役割はほとんど期待で

きない。国軍クーデターは日本外交の決定的失敗を明るみにしてしまったのだ。 

 結論から先に言えば、中国にとって 2016─2021年のスーチー政権時が最も良好な環境であった。中国の基

本姿勢は台湾問題を除けば、経済第一、経済最優先である。そのためには国民の圧倒的支持をうけたスーチ

ー安定政権と良好な関係を築きながら、その一方で国軍との太いパイプを握る。これが中国のもっとも望ま

しい姿である。 

 民政移管で経済開放を進めたテインセン大統領 (2011─2016 年) は、自国の利益を損ないかねないとの理

由で中国プロジェクトの巨大ダム・ミッソンダムの建設を中止させた。また石油港とパイプラインの稼働を

大幅に制限した。国産の天然ガス輸送は許可しても、中東アフリカ産の石油に関しては「手数料」しか入ら

ないからと中国の要求に応じなかった。中国の「一帯一路」戦略を受け入れ、「中国との歴史的協力関係を

重視」する方針に転換したのはスーチー政権であった。 

 

 国軍クーデター前の王毅外交部長とミンアウンフライン国軍司令官との会談 (2021.1.12)について興味深

い証言をきいた。 

 首都ネピドーでおこなわれたこの会談で、軍司令官は NLDが圧勝した選挙結果について「不正があった」

と強調した。だが王毅部長は黙って聴くだけで同意しなかった。会談が終わり部長一行が引き揚げていくと、

司令官は単独で後を追い「もうちょっと話させてくれ」と引き止めた。そのあと非公式の二人だけの話し合

いがあり、そこで司令官は「この選挙不正は受け容れがたいのだ」と何度も言った。その必死の様子から中

国側は「クーデターありうる」と判断した。（警備にあたった軍幹部の証言） 

 筆者はラカイン州の中国石油タンカー港と石油・天然ガスパイプライン（雲南省までミャンマー国内

793km）を調査したことがある。その石油タンカー入港記録、石油積載量などのデータを分析していくと興味

深い事実が浮かび上がってくる。 

 中国はミャンマー総選挙の結果発表後 50日間(2020.11.17―21.1.6)、 石油タンカーの入港を止め、王毅

部長訪問に合わせ 2隻だけ（計 60万トン）入港させ、司令官との会談後再度 30日間寄港させなかった。こ

こから言えるのは、中国はいかに政情安定を期待しているかである。 
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▽中国がミンアウンフラインを見限る日 

 「一帯一路」の重要な柱でもあり習近平の威信にかかわるこの石油パイプラインプロジェクトを進めるに

は、少数民族地帯の軍事的、政治的安定が不可欠である。アラカン族のラカイン州から始まりシャン州から

雲南省に抜けるからだ。クーデター後ややあって国軍は石油港とパイプラインの警備強化を中国に約束した。

だが現在の国軍にその力はもはや無い。国軍が担保できなくなれば中国が軸足を少数民族武装勢力側に移し

ても不思議はない。 

 2023．10.27の少数民族武装勢力による国軍拠点攻略は中国国境沿いと北部ミャンマーの力関係に大きな

転換をもたらした。これは中国が軸足を換えたことの実例であるが、それ以上に深い要因がありそうだ。 

 これも軍中枢のミンアウンフラインに批判的な幹部たちからの情報である。 

 中国・ミャンマー国境に沿う地域には麻薬（ヘロイン）と薬物（覚せい剤）製造拠点があり、オンライン

詐欺、不法なインターネットギャンブルの国際センターがある。その収益は膨大な額になるが中国人の被害

者も数十万に及んでいるとみられている。習近平政権にとっても取締りの対象となった。しかもその不法地

帯をミャンマー国軍が支えている。財政難に陥った国軍はその不法巨大ビジネスに深入りする。 

 中国の監視の目が厳しくなるにつれ国軍はロシア接近をつよめ、戦闘機や石油などの支払いに不法ビジネ

スからの収益を当てている。そのように見た中国はミンアウンフラインを見限るに違いないというのだ。 

 また EVや携帯電話の電池に必要なレアアースは中国が世界一の生産量を誇るが、それでも足りない。数年

前に発見されたミャンマー内のレアアース鉱物資源はカチン州に集中している。 

 政治的安定には程遠く、中国の権益、国益保証もおぼつかないとなったら中国はミンアウンフラインを見

放すだろうという見方は、いま軍幹部のあいだでさえひろがりつつある。 

                                          （つづく） 
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2024年 01月 25日 

軍高官、軍政支持者からもミンアウンフライン辞職 

要求の声     ャンマー最前線からのレポート（４） ＤＭ生 

 

国軍トップの独裁者ミンアウンフラインの辞職を求める声が軍高官、軍政支持者のなかから公然とあがっ

てきた。この勢いは止まりそうにない。クーデターから三年を前に遂に国軍の亀裂が表面化してきた。圧政

と恐怖政治でも抑えられなくなってきたこの勢いは、今後増していくことはあっても衰えないのではないか。 

▽国軍支援の高僧が「リーダーの資格なし」 

 まず 1月 16日、極端な民族主義で国軍支援を続けてきた僧侶が数百名の聴衆を前に声をあげた。「ミンア

ウンフラインはリーダーの資格がない。退陣してソーウイン（軍序列 2位）がその座につくべきだ」。その

僧侶は国粋主義仏教徒組織のリーダーであり、その集会場所はマンダレー管区、国軍士官学校があるピンオ

ールインである。聴衆は歓呼で応えたという。(英国ＢＢＣ英国放送など) 

 この国粋主義仏教徒組織は、2007－28年の民主主義闘争の高揚が「サフラン革命」とも呼ばれるように僧

侶の決起が大きな影響を与えたことを「教訓」として、国軍やクローニー資本家らが援助して作り上げた軍

部支援団体である。ロヒンギャ弾圧にいち早く共鳴し、一部武装し反軍運動の市民を攻撃してきた。 

 軍政からみても「やりすぎ」と映り、指導者が拘束、逮捕されたりもした。が、保釈されるやいなミンア

ウンフラインから援助を受けるといったこともあり、最も熱烈なミンアウンフライン支持団体とみられてい

た。 

 この変化の裏に前独裁者タンシュエの影響を指摘する声もあがっている。それを意識してだろうか、当の

ミンアウンフラインはこう言いだしている。 

「権力にいつまでも執着する積りはない。早く選挙をやり、そこで多数をとった政党に権限移譲する」 

 

 言うまでもなくこれは、自身の免罪をはかり軍政継続させる狙いである。だがもはやこの人物がいて全権

を握っていては国軍も国もダメになるとの声が、国軍指導部のなかで絶対多数になりつつあることも明確に

示している。 

 2003 年 10月 27日以降の北部シャン州での敗北で「停戦協定」に賛成した６人の将校（准将）は首都ネピ

ドーに送還され、軍事法廷で「死刑」「終身刑」が言い渡された。現在ではこの戦闘にとどまらずいつどこ

の戦闘でも、国軍は敗退、兵器武器をほとんど残して白旗をあげている。総司令官の責任は一切とらず次々

と作戦指揮官をクビにしていくやり方は誰の目にも不当で異常に映っている。空軍の将軍は匿名を条件に地

元紙に、「ミンアウンフラインは史上最悪の指導者」「国の恥」とまで言ってのけたという。 

▽「彼が居座れば国軍がもたない」 

 ミンアウンフラインには「恩人」で前の独裁者だったタンシュエのような「人事の妙」は発揮できない。

「軍事作戦の失敗」「任務不履行」「汚職」等などの理由で部下のクビ、拘束逮捕、投獄を繰り返してきた。

有能といわれ「後継候補」とされた序列ナンバー3の参謀長はじめ空軍司令官、海軍司令官、マグウエイ軍

管区司令官、ザカイン軍管区司令官などがその例である。 

 軍人の力は配下にどれだけ実働部隊、兵力をもっているかが決定的だ。だからそのラインからはずされた

幹部から外部に不満や不信をしゃべることはあり得る。この四半世紀近く軍の内部事情をそれなりに見てき

た筆者からすれば、国軍は一度たりとも一枚岩になった ことはないといえる。 
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 軍情報部を完全に掌握し首相 (2003.8 ─ 2004.10)にもなったキンニュンと軍指揮系統を握ったタンシュ

エとの対立が抜き差しならぬ事態になったことを知ったのは、「軍の最高幹部会議を開くときには拳銃は不

携行との申し合わせが決まった」と聞いたときだ。その後まもなく 2004年 10月にキンニュンはタンシュエ

の命令で逮捕され全権を失った。 

 それ以降もタンシュエ独裁が続いたが、常に批判勢力は存在した。軍人のなかには軍アカデミーを優秀な

成績で終えバランス感覚もあり、国軍トップの独裁を憂える幹部も少なからずいた。それが 2016年にミンア

ウンフラインが軍トップについてからはみな押し黙った。独裁の恐怖統制が始まったことを筆者は感じ取っ

た。それでも時折内部情報はもたらされていた。だが、2021 年 1月の軍クーデターの後はぱったり内部情報

が出なくなった。 

 軍人としての実績も誇るにたるものでなく、懐も浅いミンフラインはとても歴史ある国軍を統率できる人

物にはみえないが何故他の幹部が口をつぐんでいるのだろうか。筆者は訝しく思ってきた。 

 やっと答えが見いだせた。全権を握った人物の器が小さすぎたのだ。だからがんじがらめに軍を縛ろうと

して突っ走り破綻してしまう。そういうことなのだ。 

 

 いまミンアウンフラインは「名誉ある撤退」を狙いだした。いずれ軍からは退く。国民不在の軍のお手盛

り選挙をやり、そして国会選出でしかるべき地位に就く。そういう筋書きを描き出しているらしい。これも

軍中枢からでている観測である。 

 このままミンアウンフラインが居座るなら国軍はもたない。それが軍高官らの共通認識をなってきたのだ。 

 ミャンマーの現状をみるにつけ筆者は 1990年代後半の出来事を思い出す。かつての麻薬王ローシーハン

（アジアワールド創業者）から直にきいた話のことだ。 

 1988 年に高揚した民主闘争が大弾圧で「終息」し、万余の学生、市民らが少数民族の武装勢力支配地に逃

げ込んだ時期のことだ。軍政のナンバー３のキンニュンが拘束中のローシーハンに会いに来て政治的取引を

提案した。「これだけの反政府運動がひろがり、そこに少数民族武装勢力が合流したら軍政はもたない。あ

なたは依然としてその武装勢力に大きな影響力がある。国軍とその各勢力との『和平協定』をむすぶよう尽

力してもらいたい。それがうまくいったらあなたを無罪放免し、ビジネス事業含めあらゆる点で自由にする」。 

 こうして軍部は安泰、アジアワールドはミャンマーの大財閥となったのである。 

 平野部のビルマ族と主に山岳地帯の少数民族が反軍の旗印のもと共闘したら、国軍は勝てない。これがミ

ャンマー軍部の「最大の危機管理」なのである。                    （つづく） 

 

 

 

 

 

 

 


